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あいさつと温かい思いやりの心で
山梨・河野　海月
　ぼくのお母さんとおばあちゃんは毎日、夕方の一時間、近所のサイクリングロードでウォーキングをしています。ぼくもたまに一緒に行きます。お母さん達は、ウォーキング中、すれちがう人みんなに、あいさつをしています。毎日会う人とは、あいさつがきっかけで仲良くなり、立ち止まって世間話をすることもあります。初めてすれちがう人にも必ず「こんにちは。」と言って通りすぎます。ほとんどの人が「こんにちは。」と返してくれます。ぼくは最初、知らない大人の人にあいさつをするのがはずかしくて、小さな声で「こんにちは。」と言っていました。でもお母さんに「大きな声で言った方が、自分も言われた相手も気持ちが良いものだよ。」と言われました。なので、次にすれちがった人に、勇気を出して大きな声で「こんにちは。」と言ってみました。すると、「こんにちは、あいさつが出来てえらいね。」と言ってもらえました。すごくうれしくて、ウキウキとはずんだ気持ちになりました。お母さんの言っていた通り、とても気持ちが良かったです。
　ある日、いつものようにお母さんとおばあちゃんとウォーキングに行きました。サイクリングロードを歩いていると、制服姿の中学生三人が、金ぱつで耳にピアスをした二人の男の人の前で、土下ざをしている姿が目に入りました。びっくりして、怖くて足がすくみました。その時、お母さんが金ぱつの男の人に「何をしているの？」と声をかけました。ぼくは思わずお母さんのそでを引っ張って「やめて。」と言って、通りすぎようとしました。お母さんは、おばあちゃんにぼくを連れて先に行くように言いました。ぼくは、少し先に進みましたが、お母さんの事が心配で、遠くから様子を見ていました。何か話をしているようで、十分位して、お母さんは走って来て「おまたせね。」と笑顔で言ったので、ぼくのバクバクしていた心臓はやっと少し落ち着きました。お母さんに話を聞くと、金ぱつの男の人たちは、土手にすわって話をしていたら、中学生三人が自転車で通りすぎながら、自分たちを見て何かを言ったので、むかついて、謝らせた、と言っていたそうです。お母さんは、金ぱつの男の人たちに、「土下ざをさせて謝らせるのは良くない。」と言い、中学生には、「人のことをジロジロ見たり、悪口を言われたように相手に思わせることは良くない。」と言ったそうです。ちょっとしたことで人を不ゆかいにさせてしまい、こんな風に怖い思いをすることがあるのだと知り、ぼくはびっくりしました。そして、気を付けようと思いました。お母さんは、家に帰って、中学生の通う学校に電話をして、この出来事を先生に報告しました。中学の先生からお礼を言われたそうです。ぼくは、今回のお母さんの行動は、すごく勇気があるなと思いました。でも、お父さんからは、自分がまき込まれて危険な目にあうかもしれないので、お母さんの行動も気を付けるようにと、きつく言われていました。お母さんは、困っている人を見て、ほっとけなかったのだと思います。
　ぼくは、金ぱつの男の人たちの気持ちを考えた時、何もしていないのに、ジロジロ見られて、悪口を言われているように感じて、すごく悲しくて、くやしくて、嫌な気持ちになったのだろうなと思いました。そして、怒りがばく発してしまい、今回のような行動をしてしまったのだと思いました。

　ぼくは、人をへん見の冷たい目で見ないで、温かい心で見ないといけないと思います。「温かい心」とは、人を思いやる心です。良いところを見つけようとしたり、優しい言葉をかけたり、ぼくたちの学校生活の中でもよく見られる心です。こんな心にみんながなれたら、きっと今よりずっと温かく、優しい世の中になると思います。お母さんとおばあちゃんがいつもあいさつをしている心も温かい心からだと思います。お母さんが困っている人を見て、助けたいと思ったのも、温かい心です。

　あいさつから始まって、地いきの人と仲良くなり、つながっていくことで、防犯の役目もあると思います。これから、ぼくは、学校でも地いきでも、どんな場所でも大きな声で元気よくあいさつをしようと思います。学校の友達やスイミングの仲間、地いきの人達、みんなにあいさつの輪を広げ、社会を明るくしていきたいです。温かい思いやりの心で、困っている人がいたら助けてあげたいです。

　
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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